
40戸田市教育委員会HPよりダウンロード可

R3

41戸田市教育委員会HPよりダウンロード可

学習方略と

教員の指導の

相関関係の分析

教 職 員

質 問 紙

調 査

県学力・

学習状況

調査

楽しく、わかり、のばす授業の充実のために

慶 應 義 塾 大 学 教 授

中 室 牧 子 先 生

成果と課題
の把握

授業改善
補充学習

新たな教育計画の策定及び実施

一人一人の学力
の伸びを把握

どのような「指導方法が」
成果を上げたのか

エビデンスに基づく教育施策の推進
埼玉県学力・学習状況調査（IRT）等と教員質問紙調査等の
分析結果の活用（慶應大学との連携）
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慶應義塾大学 中室牧子研究室との共同研究 戸田市版AL指導用ルーブリッ
クの項目に沿って再設計する。

教員質問紙調査
教員の指導方法と学力の伸びとの相関
関係をダイレクトに分析・活用できる。
（Googleフォームにて実施）

エビデンスベースによる教育施策の推進～調査分析結果～
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教育経済学

数理統計

データ・サイエンス

学校

学校

学校

県教委

戸田市教育委員会「教育政策シンクタンク」

体 制

設置趣旨

戸田市の教育行政におけるEBPM（EIPP）の推進の核とするため、これを専門的に担う人材から成る「教育政策シンクタンク」を

立ち上げ、より効果的・効率的な教育政策の企画立案を行うとともに、市民への説明責任を果たす。

主導性

機動性

実効性

教育政策全体のEBPM （EIPP）に関する構想の企画と実行を主導することができる。また、個々
の研究者等との共同研究においても、本市にとってより効果的な形での連携を行うことができる。

教育委員会
内部における
基本的な
調査分析機能

外部研究者等との共同研究は一大プロジェクトとして行われることが多いが、自前の調査研究では、
小さな規模のものも含め、より日常的に、機動的に行うことができる。

本市における教育課題や個々の教育施策に直接結びつけた形での調査分析を行えるため、分析結果
によるエビデンスをより実効的に教育施策に活かすことができる。

EBPM
（EIPP）
推進担当
チーム

（教育行政プロ
採用職員 等）
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各施策

設置意義

☞ 体制の３つのポイント

○教育委員会内部のEBPM（EIPP）推進担当チーム
EBPM（EIPP)は教育委員会が所管するすべての学校教育施

策の基本的な考え方として浸透し、教育委員会及び学校の職
員全員によって実行されるものであり、担当チームはその推
進役及びとりまとめ役としての立場を担う。担当チームは、
事務職（教育枠）を含める教育改革の政策担当の職員が兼務
する。

○外部アドバイザーとの連携
産官学から外部有識者を委嘱し、日常的なアドバイザーと

して教育政策シンクタンクのメンバーとなっていただく。ま
た、必要に応じて外部有識者によるアドバイザリーボードを
設置する。

○産官学の外部機関等との連携
専門性の高い研究や規模の大きな研究等については、外部

の知のリソースを積極的に活用し、産官学の外部機関との連
携を行う。その際には、調査分析のデザインの調整について
主体性を持って調整する。

戸田市
教育委員会

文科省

国 研

取組例

・教育活動の多様な成果を多角的に分析するとともに、数値化できるデータ・調査結果のみならず、数値化が難しいものも含め、
現場感覚をもって的確に状況を把握する。

・データの標準化や一元化（ワンソース・ワンマスタ）と二次利用促進（オープンデータ化）
・データの集約・提供体制等に関する改革の推進

etc.

大学・
研究機関

企業・
ＮＰＯ

教育工学

教育委員会
ロイヤー

個人情報保護

医療工学

社会学

47


